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「デ ゾオ キ シ ヒ ヨー ル 」酸 の末 梢 性 滑 平 筋 臓 器 に對 す る作 用 に 就 きて(第1報)

(藥 物 學 教 室 箭 田 繁 福)

家兎耳殼血管 及び「ラ ツテ」竝に家兎子宮に對す る「テゾオキシヒヨール」酸(「ナ トリウム」鹽)の 作用 を檢

したるに,本 物質は家兎耳殼血管を多 くの場合收縮せ しむれ ども,又 屡 々却つて擴張を惹起す.之 等 の作用

は夫々血管收縮神經及び擴張神經の末端の刺戟に因す.「ラツテ」子 宮に於ては毎常著明の抑制作用を呈 し,

家兎子宮に於ては多 くは興奮作用を呈すれ ども,又屡 々抑制 作用 を呈す.之 等の作用 も種々藥 物の媒介 によ

る分析の結果,之 等臓器 に分布せ る交感紳經抑制繊維 竝に催 進繊維 の刺戟 に基 因す るこ とを明かにせ り.即

ち以上各種の末梢臓器に於て本物質 の作用 法は「ア ドレナ リン」の夫れと酷似すれ ども,「ア ドレナ リン」に

比すれば抑制作用 を呈する場合稍々頻繁なるを觀た り.之 等臓 器に於ては本物質は 「ア ドレナ リソ」と前後

して應用する も「ア ドレナ リン」の作用を抑制するが如 きこ とは證明せ られず.即 ち交感神經 の末端を麻痺

せ しむる作用 は認 められず,又 「ア ドレナ リン」と同時に應用ず るも其の作用 と協 力又は 合加す るこ とも證

明せられ ず.(自 抄)

人 胎 兒顱 頂 骨 の 「カ ルチ ウ ム 」及 び 燐 含量 に 就 き て

(法 醫 學 教 室 吉 田 稻 太 郎)

胎児發育の程度,換 言すれば胎児の妊娠月數の法醫學的判定は,古 來主 として胎児 の解 剖學的竝に組織學

的所見に基 きて行はるるが,著 者は4乃 至10箇 月の人 胎兒顱頂 骨30數 箇につ き,「カルチウム」及び燐量を

定量 し,胎 児月數 の進む に從 ひ兩物質 の絶 對量は漸 次増加 し,「カルチウム」含量 の百分李 亦増加する も,燐

含量百分率 は寧 ろ稍 々減少す るを認 め,更 に之等の絶 對量及 び百分率 は胎児 の各月數に應 じ,大 略一定せ る

數値 を表はす を確 めて,胎 兒顱頂骨の「カルチウム」及び燐を定量す るも亦發育程度 を推 定 し得 ぺ しとせ り。

次で 「カルチウム」及 ひ燐 の含 量百分率が一方は増加 し,一 方は減少ず ることにつ き諸家 の實 驗及び説を籍

りて 之を説明せ り.(自 抄)

膵臓原基の形態學的發生に就きて (鳥類,特 に十姉妹に於ける研究)

(解剖學教室 村 山 高)

鳥類膵瞭原基の發生に就きては,曩 に余は家鳩を材料として其の發生の過程に從ひて詳細研究し既に之
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を發表せ り.次 に比較發生學的見地 よ り哺乳 類特に豚 類に於け る該 原基 の發生 を攻 究 し既に 之 も其の綬報

と して發表せ り.更 に同 じ く鳥類 に於て も該 原基 の發生に差蓮あ るを知 り,特に本邦に生棲す る飼鳥十姉妹

に就 きて家鳩のそれ と比較研究 し竝 に 鳥類に於け る該 原基の發生を闡明 し得たるを以て記述せ り.材 料 と

して本研究に必要なる過程にあ る十姉妹胎兒31箇 を選び,其 の連續 切片竝に共の複成模型に よりて觀察研

究 し次の結論を得た り.

1.十 姉妹胎兒に於ては通例1箇 の背部 膵臓 原基 と2箇 の腹 部膵臓 原基 より發生す るを見 る.

2.背 部膵臓 原基の初現は長徑4.5mm原 節28を 有す る胎兒に於て腸管背側の原始上皮 より固有の増殖

肥厚を以て始ま るを見た り.

3.腹 部膵臓 原基 の初 現は 長徑3.0mm原 節30を 有す る胎兒 に於て.腸 管腹側兩側にて周圍に比 し核の

不規則的排列を示 し更に最小な る憩室状膨出の初兆 を呈す る状態を以て始ま るを見た り.

4.同 上原基は長徑3.5mm原 節31を 有す る胎兒 に於て,明 かに腸管腹側の兩側相對的に左右に憩室状

膨出 を認 め,左 僅に右に比 し頭 方に位置 し,發 育の過程に從 ひて,左 は頭 方,右 は尾 方へ 發育す る傾

向を見 る.

5.背 部 膵臓 と右腹 部膵臓 原基 は項臀徑6.5mmを 有す る胎兒 に於ては完全に結合 し左腹部膵臓原基又

之に接近す る状 を呈す.(自 抄)

「デ ゾ オキ シ ヒ ヨ ー ル」酸 の 末 梢 性 滑 平 筋 臓 器 に對 す る作 用(第2報)

螢 養 液 中 「カ ルチ ウ ム 」含 量 の影 響(藥 物學 教室　 箭 田 繁 幅)

第1報 に於て「デゾオキシヒ ヨール」酸は 末梢 性滑平筋臓 器に於て「ア ドレナ リン」と類 似の作用を呈 し,

其 の作用は 交感神 經の催進,抑 制 兩繊維 の末 端の刺戟に基 くものな ることを證明せ り.本 編に於ては更に進

みて本 物質の作用 の螢養液 中の「カルチウム」含量の憂化に 對す る關係 も「ア ドレナ リン」作用 の場合 と同様

な りや 否やを檢せ しに,此 關係は「ア ドレナ リン」の場合 と大な る差異 を呈す るを認 めた り.即 ち「デ ゾオキ

シ ヒヨール」酸 の家兎耳殼 血管に對す る收縮竝に擴張 作用,「ラ ツテ」摘出子宮に對す る抑制作用及び家兎摘

出子 宮に對する催進,抑 制兩作用は螢養液中の「カルチウム」含量 の變化 によ り著 しき影響を被 り.

(1)「 カルチウム」含量の 正常の1/2の 減少 は其の作用を減弱せ しめ,

(2)「 カルチ ウム」の全缺は却つ て呉の作用を増強せ しむ.

(3)「 カルチウム」量を正常 の2倍 に増加す る時は,其 の作用 は著 しく増強す.

(4)「 カルチウム」量を正常の3倍 に迄上昇せ しむ る時は共 の作用 は却つ て正常の場合 より減弱す.

以上の事實よ り「テゾオキシヒ ヨール」酸 の侵襲點 は「ア ドレナ リン」の夫れと全 くは一致せる ものに非 ざ

るならんと想像せ り.(自 抄)

破 傷 風 毒 素 抗 毒 素 蘭 の沈 降 反 應 に 就 き ての 研 究

(衛 生學 教 室　 井 上 達)

著者はRamon, Hoen, Zippe及 びTschertkow氏 等に より「ヂ フテ リー」抗毒素測定に 應用 さるるに至 り

たる毒素抗毒素間 沈降 反應に關 し破傷風毒 素竝に同抗毒素血清 を使用 し毒素抗毒素間に沈降 反應起るか.
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又それが特種反懸な りや,尚 ほ 其の際所 謂Ranmon氏 反應な る限界現象現は るか,更 に該沈降反應 に細 菌

或は培養基蛋白の關與せ ざるか等に就き 研究 し次 の成績を得た り.即 ち著 者は 破傷 風毒素同抗毒素血清 間

に沈降反應竝 に所謂Ramon氏 反應の起 るを認め 次で該反應の共の發現様式 に關 しては 沈降反應に於け る

Prozonenphanomenな る事を 血清竝に細菌沈降素を用 ひ詳細に説明 し,某 の由來は主 として免疫方法に關

し高價免 疫法 を行ふ時は單 に抗毒素 血清 のみ ならず 血清或 は細菌沈降素に於て も立證 し得 るものに して 本

現象の獨 り毒 素抗毒素 間の特 異反應 に非 ざる點 を明かに し,次 で 沈降素價 と 抗毒素量 の關 係に就ては 動物

試驗と對比 し,兩 者の平行せ ざる事を説き,又 本 沈降反應に關 しては毒素 の沈降 原性及び抗毒 素血1清内の抗

體竝に過 敏症反 應等 よ り之 を攻究 し本 沈降 反應に細菌 蛋自の密接 な る關係あるを立證 し次の如 き結論を擧

げた り.

1.毒 素抗毒素 間の沈降 反應 は破傷風 毒素 に於て も證明 さる.

2.毒 素抗毒素 間の沈降反應は毒素 抗毒素 間の特種 反應 に非ず して血清沈降素 又は細菌 沈降素に於 て も

同一現象 を證明 し得.

3. Ramon氏 現象は全 く沈降反應に於け るProzonenphanomemに 過 ぎず して同 一現 象は補 體結 合反應

に於て も證明 さる.

4.沈 降反應に よりて抗 毒素量 を測 定せんには該 反應が培養基蛋白又は細菌蛋 白に よりて も起 り得る も

のな るを以て先づ毒素の純粋 性を吟味するこ と必要な り.

5.毒 素 抗毒素沈降反應 に細菌蛋 白は密接 なる關係 を有す.

6.毒 素の毒性は理化學的影 響に對 し著 しく變化 され易 き も共 の沈降原性は抵抗強 し.(自 抄)

脆 汁 酸 の 生 成 に 就 き て(第4報)

雪 花 茱 と膿 汁 酸 排 泄(醫 化學 教 室　 東 三 郎)

余は前 囘犬に 「ヱルゴステ リン」及 び其の紫外線照射物質 を食物に 混じ與 ふる時は膽汁中の膽 汁酸が 著 し

く増量す る事を認め其の「べ ンツアー 卜」は全 く影響を及ぼ さざれ ど も之を照射 して後 加水分解遊離 したる

ものは「ヱ ルゴステ リン」と共 の作用變 化せざる事を報告 し之に よりて 「ヱ ルゴステ リン」及び共 の紫外線照

射物質は膽汁酸生成に關與 し其の分子中の第2「 アル コール」基が生成上必要な ることを 説明せ り.藤 原,深

瀬兩氏が家兎膽嚢中の膽汁酸量は食物の種類によ りて著 しく異な り,豆 腐の雪花菜は 之を 著 しく増 量せ し

む ることを詔めたるに より,雪 花榮中に 膿汁酸の生成 を促す物質存す るものな らん と考へ 乾燥 せる雪花菜

35kgよ り不鹸化物質を採取 し,之 が膽汁中膽汁酸量に及ぼす影響を檢 した るに,雪 花榮中 よ り得た る「スチ

グ マステ リン」等の如き結晶性 「ステ リン」體は何 等影響を及ぼ さざるも「メチールアル コール」に 不溶性に

して「クロロフオルみ」に溶解 し,而 も 卜ルテ リー,ヤ ツフヱ氏反應 ヲ呈 スル非結晶性物質を犬に輿ふ る時は

膽汁中の膿汁酸を増量 せ しめ,之 を紫外線 を以て照射す る時は其 の作用 著 しく強め らるる事を認 め,雲 花菜

の不鹸化物質 中には「ヱルゴステ リン」に屬す る膽 汁酸生成 物質の存す る事を證明せ り.(自 抄)

「バ グ ノ ン」に よ る實 驗 的 急 性 動 脉 炎(解 剖學 教 室　 池 田 正 夫)

2.2kgの 家 兎 の 耳 動 脉 に 「バ グ ノ ン」注 射 液(25%鹽 酸 「キ ニ ー ネ」及 ビ25%「 ウ レ タ ン」含 有)0.2ccを 注 射
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すれば, 24時 間後には注射部殊に耳根 部に於て著 明なる腫脹 を來 し「チア ノーゼ」を發 し日を經 るに從 ひ之

等症状は漸次増強 し1週 日後には耳全部に炎症擴大 し注射部よ り末梢に於ては 多數の小出血を 招來 し次で

水泡を發 し壊死を來す.

鏡檢的所見は左の如 し.

注射せ し動物は栓 塞を有 し周圍組織は著 しく鬆疎 とな り 諸所 に多數の出血竈 を見 る.注 射後1週 日を經

過 せ しものに於ては,血 管壁に多數の「エオ ジン」嗜 好細胞,少 數 の淋巴細胞 及び 赤血球 等の浸潤を見 る,周

園組織は極めて鬆疎 に して諸所に著明な る出血及び化膿 あ り.

結論

1.「 パグ ノン」は血管及び周 圍組織 に對 し著 しき障碍作 用を有する と同時に生命に對 し激 烈なる毒性を

有す.即 ち鹽酸 「キ ニーネ」は家兎に於て致死量,靜 脉内注射に際 し體 重1kgに 就き0.07gな るに,「パグ ノ

ン」は體 重1kgに 對 し0.035-0.0379な り.即 ち 「パ グノ ン」は鹽酸 「キニーネ」に比 し約2倍 量の毒 性を有

す.

1.「 パグ ノン」を動脉 又は靜脉 内に注射すれば急性動脉炎 又は 靜脉 炎を發來 し其の結果栓 塞を招 來 し終

に注射部 より末梢の組 織は壊死に陷 るものな り.

1.筋 肉 内に注射すれば筋組織 を破壊 し或 は膿瘍 を形成す.

1.以 上動物實驗 によ り「バグ ノン」は 醫療 的 目的に使用するは最 も危険に して且殆 ど 不適 當な るもの と

す.(自 抄)

藥剤中毒に因る聽器障碍の病理に關ナる實驗的研究

「ア トキツール」の聴器に及ぼす影響に就きて

(耳鼻咽喉科教室　 宮 本 種 美)

從來藥剤中毒に因る轟器病理に關する實驗的研究は甚だ多しと盤も,共 の實驗竝に檢査方法に多大の缺

陷あるを以て,其の成績も亦頗る疑點多し.著者は更に嚴重なる方法の下に追試して本間題を明確にせんと

欲し,實驗的に「アトキシール」を用ひて聽覺障碍を惹起せしめたる海〓の聽器を種々なる時期に檢し,次の

如き結論に到達せり

1.海 狸に「アトキシール」の一定量を應用する時は,其の一定數のものは聰覺障碍を惹起す.

2.此 際聽器に於ける病變は内耳に限局し,外耳,中耳には異常を詔めず.

3.「 ア トキ シール」は 直接に蝸牛殼神經,螺 旋神經節 細胞,コ ル チ器 及び脉 絡帶を侵 し,客 等に一定 の組

織 的變化を來す.但 し此際 に於て其の圭要な る侵襲部 位は個 々の動物に よりて異な ることあ り.

4.「 ア トキ シール」中毒に因 りて聽覺 障碍を惹起せる後長 く生存せ しめた る動物に於ては,蝸 牛殻紳經

竝 に其の終末器は次第に變控萎縮に陷 り, 5箇 月後 の ものに於ては,蝸 牛穀神經末梢部及び コルチ器は殆 ど

消失 を來せ るを認めた り.

5.脉 絡帶 に病變 を來せ る時は ライス ネル氏膜は漸次 沈下 し,終 に蝸牛殼 管腔 の消失 を來す。

6.前 庭神經 竝に共の終末器 には病愛 を認 めず.(自 抄)
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家兎過敏症(血 壓に依る)と 沈降反應との關係に就きて

(衛生學教室　 桑 名 省 郎)

曩に余は遊離腸管過敏症に於て沈降反應と過敏症又は沈降素と過敏性抗體との關係を闡明するためには

沈降素測定法は緒方博士の免疫體稀釋法に依らざる可からざるを説き同法に依て測定せる海〓血清中の沈

降反應と其の海狸の腸過敏症との反應發現に及ぼす抗體抗原の量的關係は全く椙等しきを實驗證明し沈降

素と過敏性抗體は同一なりとの説に左祖せり.之 等關係が生體過敏症に於ても亦果して適用し得るや否に

就て家兎を實驗動物とし血壓下降を以て過敏症を表徴せしめ沈降反應は主として稀釋沈降反應に依り精細

實驗し教の結論を得たり.

1.過 敏症Sohockの 強さは能働性又は被働性免疫共に試驗動物血中の沈降素量に平行す.

2.能 働性又は被働性免疫家卿 ヒ過敏症を惹起せしめ得る最小抗原量は沈降素價竝に結合帯に略ぼ逆比

例す.

3.能 働性又は被働性免疫家兎に過敏症を惹起せしめ得る最適當抗原量は試驗動物中の沈降素の結合帶

相當抗原量又は其の2倍 最なり.

4.最 小感作量を以て感作せる家兎は大量抗原の再注射に依て反て過敏症阻止現象を呈す.

5.抗 過敏症現象の本態は抗原に依る沈降素の中和現象に外ならず.

6.最 小感作量を以て感作せる家兎過敏症の潜伏期は18時 間より72時 間にして24-46時 間を以て最

適當とす.

7.免 疫體稀釋沈降反應に依て過敏症を惹起せしめ得る最小抗原量,最 適抗原量,除 感作に使用す可き

最大抗原量及び除感作の成否等總て判定し得.

8.以 上の諸事實に依り沈降素と過敏性抗體とは同一物なりと思考す.(自 抄)
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